
出席者47名・欠席者9名・免除会員2名
秋山恒・麻田・後藤・加内・和泉享・松山・中野昌・岡田・田中-会員

　 柳澤ガバナー・大久保ガバナー補佐・別役随行員
83.64％（7/6）

夏見　良宏

和泉　清憲

塩田　等

∵ 7月のプログラム
6 (№１)-新旧会長引継式

13 (№2)-ｸﾗﾌﾞ協議会G補佐公式訪問

20 (№3)-ガバナー公式訪問

27 (№4)-新委員長挨拶

∵ 他RC例会変更
坂出　7/18　夜間例会
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お知らせ

■会長挨拶

「はなちゃんの手紙」

小林麻央様

はじめまして。

私は、安武はな と言います。

8年前の夏、お母さんをがんで亡くしました。

私は、そのとき5歳でした。

それからは、お父さんと2人で暮らしています。

今、中学2年生になりました。

お母さんが闘病中、お父さんは「必ず治る」と言い続けていました。

今日、新聞で海老蔵さんがお父さんと同じことを言っていることを知り、

どうしても手紙を書きたくなりました。

お母さんの口癖は、「食べることは生きること」でした。

私は、毎日、お母さんに作り方を教えてもらったみそ汁を飲んでいるので、

風邪もひかないし、重い病気にもなりません。

∵ ニコニコＢＯＸ；

柳澤ガバナーより

大久保ガバナー補佐より

柳澤ガバナーをお迎えして

　秋山憲夫君　橘君

　川原君　横田君　山内光君

星野富弘展開催ご案内

　眞鍋君

<ニコニコ会計累積/￥72,000>

∵ がんばるＢＯＸ；

次女がお邪魔しております

　高岡君

ガバナーをお迎えして

　竹内君　和泉清憲君

　夏見君　福田君

<がんばる会計累積/￥61,000>
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私は、毎日、お母さんに作り方を教えてもらったみそ汁を飲んでいるので、

風邪もひかないし、重い病気にもなりません。

食べ物の力はすごいです。

麻央さんも、しっかり、ご飯を食べてくださいね。

お母さんと私とお父さんが胸に付けていた「無敵」のバッジを同封しています。

病気が治ることを祈っています。

■幹事報告

①臨時理事会報告（7月13日開催）

・新入会員候補者について 大西圭太郎会員退会に伴い義理の息子

さんである細谷誠氏を、入会候補者として諮ったところ、了承された

・５５周年特別講演会について

日程の報告 2018年2月10日 午後１～3時

②幹事報告

・細谷誠新入会員候補者について決定した理事会に対する異議申し立て

がある場合は一週間以内にお申し出ください

■例会事業；ガバナー公式訪問

ガバナー 柳澤 光秋 様

ガバナーとなってこれまで公式訪問については坂出東

ロータリークラブ、丸亀東ロータリークラブと廻って、ここ

丸亀ロータリークラブが３つ目ということで、まだ成り立て

ほやほやのガバナーです。

この丸亀ロータリークラブは５０年間１００％出席を続け

られたチャーターメンバーがいらっしゃる素晴らしい伝統

がある一方で日本酒同好会というユニークな活動もされ

ていて大変素晴らしいクラブであるとお伺いしています。

さて、2017-2018年度のイアンH.Sライズリー国際ロータ

リー会長は「変化をもたらす」をテーマに挙げられました。
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前年度のジョン・ジャーム国際ロータリー会長が「ロータリーの潮目が変わった」と

語られたことがよく話題に上りますが、確かにロータリーをとりまく社会の変化もあり

ますし、ロータリークラブ自身も会員数が減少し、新しい会員、若い会員が入会しな

いため平均年齢も高くなってくるという変化が出ているようです。クラブが存続し、

ロータリーの目的を果すためには我々にも変化が必要です。しかしながら、都会の

クラブと地方のクラブではそもそも特性が違いますし、同じことをやれば良いという

わけではないと思います。各クラブにはそれぞれの独自の誇りとする長所があり、

良き歴史の流れがあります。私はそれを尊重し、各クラブがそれぞれに決める方針

を優先させることが良いと考えます。私がテーマに挙げさせていただいた「クラブの

特性を生かそう」にはこのような意味を込めさせていただいているのです。

最後にポール・ハリスの「ロータリーは思い出に浸る組織ではありません。どちら

かというと、過去の業績より、むしろ未来の活動に価値と目的を置く組織です。」とい

う言葉を引用させていただいて今日のお話をしめさせていただきます。


